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ヘルシンキ中央図書館“Oodi”の

機能・理念とその成果
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　ヘルシンキ中央図書館オーディ（Oodi）（1）は、フィン
ランド独立 100 周年を祝う国の公式メインプロジェク
トの一つとして建設され、101 年目の独立記念日を翌
日に控えた、2018 年 12 月 5 日午前 8 時に開館した。
開館記念式典では、フィンランド大統領やヘルシンキ
市長らの演説のほか、有名作家の講演会やコンサート
等が盛大に行われた。オーディは、フィンランドの新
しい時代の幕開けを象徴するとともに、ヘルシンキ市
や国の図書館全体を代表するシンボルであり、またそ
の名のとおり、「フィンランド文化」「読書」「言論・表
現の自由」「平等」「民主主義」への Oodi（頌歌・讃歌）
を体現しているということである。また、2019 年 8 月
には、国際図書館連盟（IFLA）から Public Library 
of the Year 2019 を受賞（2）し、世界中から注目を集め
ている。
　筆者は 4 年前に、当時の計画責任者であるリパスティ

（Pirjo Lipasti）氏らから聞き取り調査を行い、その経
過や構想を記事にまとめた（E1749 参照）。今回は、開
館後、実際にオーディがどのように機能し効果を上げ
ているのかを現地で確認すべく、リパスティ（現在は
ヘルシンキ市・リクハディンカト図書館勤務）氏、オー
デ ィ の サ ー ビ ス 担 当 責 任 者 で あ る ラ ム サ（Kari 
Lämsä）氏、ヘルシンキ大学図書館司書のカルホラ

（Pekka Karhula）氏らから現地取材を行ってまとめた
ものである（3）。

オーディの立地と概要
　オーディは、国と市の政治、経済、文化、交通の要
衝地トゥーロンラッティ地区のカンサリストリ広場に
建設された。建物は市民の直接投票で選ばれた地元の
建築設計事務所 ALA Architects のデザインによるも
の（4）である。国産の木材をふんだんに使った建物は、
延べ床面積が 1 万平方メートルもあり、建設費 9,800
万ユーロ、年間運営費 800 万ユーロとなっている。開
館時間は、平日は 8 時から 22 時、週末は 10 時から 20
時で、2019 年 8 月末までの訪問者はすでに 219 万人を
数え、当初予想の年間 250 万人を大幅に上回ることに
なるだろう。大人気の館内ツアーでは、3 階の外の「市
民バルコニー」が、国会議事堂に対して同じ目線の高
さで対峙できることを示し、ここは民主主義を象徴し

体現する場だと解説している（写真 1）。
　市の文化・レジャー担当部長であるライティオ

（Tommi Laitio）氏によると、この大きな建物と立地は、
「学び」が「政治」と同じくらい国にとって重要だと考
えるフィンランドの社会的認識を表している（5）。さら
に、オーディが、民主主義そのものの象徴として、ま
た文化とメディアの中核として、多様な人々や隣接す
る芸術・文化施設等を一つにまとめ、新しい相互作用
と理解をもたらすことを、市長はじめ多くの人々が期
待している（6）。

オーディの建物・設備とサービス
　実際に見る建物は、カンサリストリ広場の緑の芝生の
上に浮かぶ大型豪華客船のようで、柔らかな曲線と明る
い木肌、天井を覆う真っ白な「雲（雪や氷とも表現され
る）」によって威圧感が消され、周囲の文化施設等と調
和しながら美しく輝くシンボル的存在感を放っている

（写真2）。建物は橋梁構造で、1階は橋下のため柱がなく、

＊神戸女子大学文学部 

写真1　3階市民バルコニーと向かいに立つ国会議事堂（筆者撮影）

写真2　カンサリストリ広場に立つオーディの全景（筆者撮影）
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ロビーとホールは広い多目的な公共空間となっている。
様々なイベント、講演会、ミーティング、演奏会、展示
などが常時各所で行われており、市民の出会いと交流の
広場となっている（7）。入口近くには、資料の自動返却口、
案内カウンターがあり、レストランや市民情報サービス
カウンター、映画館などもある（図 1）。 

　2 階は音楽スタジオ（写真 3）、VR ゲーム室、PC 端
末の設置された学習室、メイカースペース（写真 4）、
グループ室のキッチン、多感覚ルーム（8）等の設備のほか、
3D プリンターや大型レーザープリンター、レーザーカッ
ター、刺繍ミシンなども通路の作業台やその周囲に置か

れているので自由に使え、最新の技術・設備を用いた創
作活動による学びの場となっている。また、研究個室や
学習室もあり（9）、チェスクラブやランゲージカフェ、デ
ジタル情報ガイダンスなども定期的に開かれており、多
様な学びの場と機会も提供されている。ただ、橋梁の中
にあるため窓が少なく、天井も低く、本も雑誌も全く置
かれておらず、一部の利用者には不評らしい。しかし、
多くの若者たちにとっては、階段式の交流スペースでの
仲間とのおしゃべりや最新の機器を使ったクリエイティ
ブな活動ができると大好評であった（図 2）。
　3 階は「ブックヘブン」と呼ばれ、児童コーナーや本・
雑誌・新聞などのある読書フロアとなっている（図 3）。
橋桁の上に位置するため天井は高く、柱もなく、四方
全面ガラス張りである。真っ白な雲のような天井に開
けられた小さな天窓から自然光が柔らかく降り注ぎ、
時折外から迷い込んだ鳥が植木の上で囀り、まるで天
国の広場にいるような新鮮な体験が得られる。フロア
両端の小高い丘陵部分からは、書架全体とフロアを一
望でき、開放感とともに、他の利用者との一体感も味
わえる（写真 5）。床は足音を吸収する天然木で作られ
ており、その一部にはモダンな柄のカーペットが敷か
れ、カフェやソファなどもあり、乳幼児から高齢者ま
で共に居心地の良い「居間」にいるかのように、思い
思いの読書やくつろぎの時間を過ごしていた。

写真3　2階音楽スタジオ 
（筆者撮影） 

図1 フロアマップ（1階） 
※オーディのウェブサイト掲載のフロアマップ（https://www.oodihelsinki.fi/sv/tjanster-och-lokaler/lokaler/）をもとに作成（以下同じ）。 
①映画館 ②レストラン ③多目的ホール ④出入口 ⑤資料自動返却口 ⑥ヘルシンキ市都市環境部の都市開発プロジェクト情報提
供スペース ⑦EU 情報コーナー ⑧コンピュータ端末 ⑨市民生活・行政情報サービスカウンター ⑩幼児のための遊びスペース 

図2 フロアマップ（2階） 
①グループ室 ②音楽スタジオ ③VR ゲーム室 ④学習室（PC 端末設置）⑤コピー室 ⑥ワークステーション 

⑦アーバンワークショップ（メイカースペース・作業台） ⑧閲覧室 ⑨多感覚ルーム ⑩研究個室 

写真4　2階メイカースペース 
（筆者撮影）
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Library of the Year 2016 を取得し、当時話題となっ
ていたデンマーク・オーフス市の図書館 Dokk1（12）だっ
たと言う。しかし、Dokk1 の 22 万冊の蔵書冊数に対し、
オーディは 8 万 5,000 冊に過ぎず、開館を報じたニュー
ヨークタイムズ紙の記事の見出しは、「ヘルシンキの新
しい図書館には、3D プリンターと電動工具がある（そ
して多少の本も）」（13）と少々皮肉めいたものであった。
　ラムサ氏やリパスティ氏らによると、雑誌・新聞な
どを含めれば 10 万点以上が常時 3 階の低書架に見や
すく開架され、貸出冊数は 2019 年 1 月から 8 月までで
40 万冊（うち約 3 分の 1 は児童書）を超えており、また、
ヘルシンキ市図書館を構成する市内 37 の図書館ネット
ワークに加え、AI による資料管理システム Intelligent 
Material Management System（IMMS）（14）が導入され
たことによって、市内 156 万冊と首都圏の蔵書の中か
ら、利用者の求める本を最も身近な分館で効率よく提
供できているとのことだった。
　また、オーディの内部空間の 98％は利用者のために
充てられているため、館内の総務も、市内図書館全体
の運営管理、蔵書管理などの中央図書館的業務も主に
パシラ図書館で行われている。ちなみに、オーディに
は 17 か国語の多言語資料や映画、マンガ、ボードゲー
ムなどはあるが、CD・DVD などの音楽メディアや障
がい者用資料はほとんど置かれていない（15）。

オーディの多様な空間・サービスを支える理念と意義
　「すべての人々に開かれた居住的、機能的な出会いの
場」（16）との謳い文句のとおり、オーディは、誰もが「尊
重」され、「平等」に「安心安全」で「居心地よい」場
であり、多様な人々や資料・情報・最新技術との創造
的な「出会い」と交流をもたらしている。また、オーディ
の計画段階の 2012 年当初からの重要な理念として、①
開かれた非商業的公共空間、②より機能的な社会に向
けての情報とスキル、③住民自身が創造する豊かな都

　このように、市民の多様なニーズに対応した特徴あ
る各階フロア構成になっている。ちなみに、サウナは
最終計画のとおり設置されず、広い地下トイレはユニ
セックス形式となっている（10）。

オーディへの批判と回答
　リパスティ氏は当計画の遂行にあたって、「ライブラ
リー 10」（11）での先進的なサービスの試行や、2,000 件
以上の市民の要望・意見やミーティングをもとに立案
したため、障壁や批判は少なかったと述べる。10 年の
準備期間の間、特に役に立った参考事例が、Public 

写真5　3階ブックヘブン
（フロア端の小高い場所から見下ろした風景）（筆者撮影） 

図3　フロアマップ（3階） 
①子どもと家族のためのスペース　②イベントスペース　③お話の部屋　④児童書　⑤雑誌

⑥文芸作品（小説、詩、戯曲）　⑦予約資料　⑧文芸作品以外の図書　⑨新聞 
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市体験、④本のある新しい生活（トゥーロンラッティ
の本の家）がある。さらに、謳い文句の背景には「機
能的な都市」づくりを目指すヘルシンキ市の理念（17）や
公立図書館評議会（The Council for Public Libraries）
の戦略 “The Way for Public Libraries 2016-2020” が提
唱する図書館の中核的価値（18）が存在する。そして、
2017年改正施行の図書館法（19）によって、「読書文化」「多
様なリテラシーや生涯学習能力の習得」「積極的な市民
性」「民主主義」「言論の自由」の促進などが、公立図
書館の重要な使命として強調されることとなった。
　今回の現地取材を通して、オーディが情報社会にお
ける図書館の未来のあり方を示すとともに、フィンラ
ンドの教育、文化、民主主義のシンボル的存在として
フィンランドの多くの人々に図書館全般に対する新た
な認識とさらなる興味関心を喚起していることを強く
実感することができた。

※ 本稿はJSPS科研費JP17K00458による成果の一部である。
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